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○年○月○日現在
氏名　○○　○○
■職務要約
○○大学○○学科卒業後、自動車部品メーカーでの品質管理を約○年間担当し、製品の品質向上と不良金額削減、工程改善に従事しました。○年より品質管理部のチームリーダーとして、新規製品生産ラインの立ち上げにも携わっております。

■職務経歴
○○株式会社
事業内容：自動車部品の製造
資本金：○億円　売上高：○億円　従業員数：○○人
	期間
	業務詳細
	役割/担当

	20○○年○月
～
20○○年○月

	■自動車部品の品質管理業務
・顧客対応
（クレーム対応、顧客向けレポート作成、監査対応）
・品質管理（工程調査、製品出荷判断）
・不良品、不具合のデータ分析
・品質管理方法の確立、浸透
	【役割】
メンバー
要員数：○名

	20○○年○月
～
現在
	■新規生産ライン立ち上げ
・QC工程表、受入検査基準書などの帳票作成
・検査項目の設定
・量産試作品の出荷判定
・リスク分析（FMEA、DRBFM）
・出荷検査成績書の作成
	【役割】
リーダー
要員数：○名



■活かせる知識・経験・スキル
・工程改善のための他部門との連携
・統計的手法を用いたデータ解析、QC手法を用いた不良分析
・○名のチームリーダーを務めた経験
・PCスキル
Word：レポート作成、社内打ち合わせ用の資料作成
Excel：数値データの集計、分析
（IF関数、AVERAGE関数、VLOOKUP関数、ピポットテーブルなど）
PowerPoint：会議資料の作成（図表作成、アニメーション使用など）
Access：データベースの設計・作成

■保有資格
・普通自動車第一種運転免許（20○○年○月）
・TOEIC Listening＆Reading Test 720点（20○○年○月）
・品質管理検定2級（20○○年○月）

■自己PR
私は品質管理に従事する中で、検査や評価、製品に不具合が発生したときの原因究明と解消に尽力してきました。
不具合データから原因と考えられる作業工程を特定し、仮説を立てて関係部署と協力して検証したり、対策を立てたりして解消に努めました。結果をもとに閾値の適正化を行ったことで、約8割の不良低減・約200千円/月のロス金額削減を達成し、コミュニケーションをうまくとりながら納期調整や業務の振り分けを行ったことで、業務の効率化にもつながりました。
これまでの経験と知識を貴社でも活かし、貢献してまいります。
